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第一章では， titany1 phtha10cyanine (TiOPc) 蒸着膜のモルフォロジーについて検討し， β形結晶 TiOPc を常温
でガラス基板上に真空蒸着した薄膜はアモルファスであるのに対し，このアモルファス膜をエタノール蒸気にさらす
ことによって α形結晶 (α-TiOPc) に変化させることができることを明らかにしている。また， グラファイト基板
上に真空蒸着した TiOPc 超薄膜における分子配向を検討しているo
第二章では， TiOPc とペリレン顔料 N， N -dimethy 1ふ 4:9 ， 10-pery1enebisベdicarboximide) (MPCI)を組み合わ
せた p-n ヘテロ接合型素子を作製し，それらの光電変換特性を検討している o 作製した素子は， 400-900nm の広い
波長領域に感度を有し，高い変換効率を示すことを明らかにしているo
第三章では， TiOPc の光電変換特性におよぼすモルフォロジーの影響について検討している。その結果， α­






第六章では，有機光電変換素子用新材料の開発の観点から設計・合成した新規 π 電子系分子 4 ， 4' , 4" -tris(4-











(1) 有機光電変換素子用の材料として， titanyl phthalocyanine CTiOPc) を選び， TiOPc 蒸着膜のモルフォロジー
について検討した結果， ß 形結晶 TiOPc を常温でガラス基板上に真空蒸着した薄膜はアモルファスであるの
に対し，このアモルファス膜をエタノール蒸気にさらすことにより， α形結晶 (α-TiOPc) に変化させるこ
とができることを明らかにしている。さらに，グラファイト基板上に真空蒸着した TiOPc 超薄膜における分
子配向を検討している。
(2) 広い波長領域に感度を有し，高い変換効率を示す有機光電変換素子の開発を目的として. TiOPc とペリレン
顔料 N. N -dimethy 1ふ 4:9.10・perylenebisCdicarboximide) CMPCI)を組み合わせた p-n ヘテロ接合型素子
を作製し，作製した素子が. 400-900nm の広い波長領域に感度を有し，高い変換効率を示すことを明らかに
しているo
(3) TiOPc の光電変換特性におよぼすモルフォロジーの影響について検討し， α-TiOPc 多結晶膜を用いた素子が，






(6) 有機光電変換素子用新材料の開発の観点から設計・合成した新規 π電子系分子 4.4'.4"-trisC4・nitropheny 1-4'-
methy lpheny lamino) tripheny lamine を用いた光電変換素子の特性について検討を行い，設計・合成した新規
分子が，可視領域に吸収を有し，光電変換素子用の優れた材料として機能することを明らかにしている。
以上のように，本論文は，有機固体の光電物性の解明ならびに高い変換効率を示す有機光電変換素子の開発に関し
て成果を挙げており，有機材料化学の発展に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める o
ハU
